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昭和初期の西陣機業における被差別部落民と在日朝鮮人を

めぐる予察的考察

南　　　紀　史 *

Ⅰ．西陣機業と賃織業者

京都市上京区の西北部に位置する西陣学区

とその周辺地域、ならびに北区東南部にある

衣笠・待鳳
たいほう

の各学区は、高級絹織物として名

高い西陣織の産地である。明治期以降、流通

構造や織機の改善を試みて発展してきた西陣

機業 1）では固有の生産体制が存在し、その

業種は多岐にわたる。このなかで特徴的なも

のとして、賃織業者が挙げられる。彼らは下

請業者として特定の織元 2）と契約して、糸

を仕入れ、かつ織機を借用する。そして、自

身の住居でそれらを用いて、反物や帯をはじ

めとする織物を完成させることが貸織業者

の仕事である。「織元は工場を所有せずとも

広汎なる賃機を支配する事に依り、ひとつの

大機業家であり「工場なしの大経営」所有者

である。」3）とあることから、彼らは西陣織

の生産において中心的な役割を果たしてい

た。しかし、零細経営であった貸織業者の収

入は少なく 4）、その職位についても、不況に

なると織元から最初に下請業者としての契約

が打ち切られる低次なものであった 5）。

賃織業者のなかには、被差別部落民ならび

に在日朝鮮人も存在していた。この事実は

1920 年代から 1930 年代にかけて、被差別部

落に住む両者の就労・生活状況の向上を目標

にした多くの運動が起こり、西陣機業もその

対象であったことからもわかる 6）。当時、京

都市によって大規模な 8か所の被差別部落に

ついての調査が行われた。その報告書におい

て、「不良住宅地区」と記された 7）地区には、

在日朝鮮人も住んでおり、彼らの多くは被差

別部落民にとともに、貧困性・差別性の強い

下層の職業に従事したようである 8）。

しかしながら、被差別部落内で操業された

西陣機業に関する被差別部落民ならびに在日

朝鮮人の状況については、これまで等閑視さ

れてきた。両者はともに、周辺地域に住む日

本人の賃織業者よりもさらに低位な労働力と

して扱われていたようである。この点につい

て、当時の西陣機業をめぐる被差別部落民な

らびに在日朝鮮人の就労状況から検証するこ

とが本稿の目的である。

考察にあたって、当時の織物工場の分布に

ついては『全国工場通覧』を用いた。被差別
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部落と西陣機業の概況については、『京都市社

会課調査報告』や『京都府統計書』から考察

した。また、在日朝鮮人の人口動態や職業に

ついては、内務省刑保局作成の資料を用いた。

Ⅱ．被差別部落民と在日朝鮮人の西陣機

業への就労

1930 年代、西陣学区と近接する待鳳・翔
しょう

鸞
らん

・室町・乾
けん

隆
りゅう

・嘉
か

楽
らく

の各学区に、織物工場

が集積していた（第 1図）。織元の経営するこ

れらは、住居の一部に織機を設置した従業員

20 人以下の小規模工場であった 9）。一方、賃

織業者は待鳳・翔鸞・仁
にん

和
な

の各学区に多く分

布し、西陣学区から南東方向には、それは少

なかった（第 2図）。この地域差を生じさせた

要因は、第一次世界大戦時にみられた西陣織

製品の生産量増大である。さらなる増産を試

みた織元は、当時、宅地開発の進んでいなかっ

た北部から西部、とくに待鳳・翔鸞・仁和学

区に賃織業者のための借家を多数建てた 10）。

これらに居住した彼らの多くは、もともと京

都市内で無職、もしくは西陣学区とその周辺

に住みながら織工の職になかった貧困層で

あったという 11）。

このような状況のなかで、大規模な被差別

部落のひとつである楽只
ら く し

学区に注目したい。

第 3図で示すように、当学区の在日朝鮮人世

帯数は上京区・北区の各学区のなかで上賀茂

学区に次いで多く、学区内の全世帯に占める

第 1 図　　西陣学区とその周辺における織物工場（1939 年）

（『全国工場通覧』より作成）
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比率は約 20％を示し、周辺地区のなかで最も

高い。また、第 1図で示したように、東接する

待鳳学区では織物工場が 89 軒、乾隆学区で

40 軒、翔鸞学区で 71 軒となっているのに対

し、楽只学区のそれはわずか 8軒にすぎない。

第 2図からわかるように、賃織業者につい

ても、待鳳学区で1,653世帯と最も多く、次い

で翔鸞学区で 738 世帯の操業が確認できる。

一方、楽只学区のそれは 59 世帯と著しく少

ない。つまり、当学区は西陣機業にとって

軽視された存在であったと考えられる。「一

獨立區劃をなして存在し、その周圓部に於て

は近年都市計畫事業、區劃整理事業の完成

し、振興住宅街としちえ發展しつゝある所で

ある」12）と史料にあるように、織元は賃織

業者用の借家を楽只学区内で建設せず、被差

別部落民とそこに住む在日朝鮮人をほとんど

雇用しなかったようである。

ところで、1937年（昭和 12）における楽只

学区の職業別有業者数に関する資料をみる

と、男性では登録労働者・履物職・土工・屑

買、女性では製糸・撚糸・織工が主要な就労

状況と記されている（第 1表）。そして、彼ら

の多くが他学区へ就労していたと考えられる。

そのような状況で、当学区内において、西陣

機業にかかわるものとして、織物業 2軒、綿

糸光澤業 1軒が確認できる 13）。後者は薬品を

用いて糸の不純物を取り除くことによって光

沢を出し、染色しやすい状態にする、西陣機

業にとっては部分加工の工場である。

これらの資料だけからでは、被差別部落民

と在日朝鮮人のそれぞれの就労状況が確認で

第 2 図　　西陣学区とその周辺における賃織業者（1933 年）

（京都府方面事業振興会『西陣賃織業者に関する調査』より作成）
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きない。ただし、後者の有業者については、

当時の京都市全域に住む彼らの 7割以上が工

業に分類された労働者であり、そのなかでも、

土木建築ならびに紡織工業に従事する者が著

しく多い。それに対して、いわゆる「部落産

業」とよばれる皮革関連の産業 14）への在日

朝鮮人従事者数は非常に少ない 15）。そのた

め、楽只学区においても彼らがこれらに従事

したとは考えにくい。また、「不良住宅地区」

において紡織関連に最も多く従事しているの

は、当学区の住民 16）である。つまり、これら

の状況から、楽只学区の在日朝鮮人のほとんど

が賃織業者であったと考えられるのである。

被差別部落民については、西陣機業より

も、むしろ明治期から続いている履物製造や

下駄修繕、屑拾などへの従事が大半を占めて

いる 17）。織元の間での強い差別的・忌避的

な思想のため、彼らは西陣機業に関わる業種

へ就業できず、これらの業種に就かざるを得

なかったのである。また、楽只学区に住む在

日朝鮮人も少なからずその影響を受けてい

たために、賃織業者の従事者数が隣接の学区

に比べて少なかったのであろう。

Ⅲ．被差別部落民と在日朝鮮人との差異

第 4図は、京都府下の繊維工場と在日朝鮮

人のそれぞれの労働者数を示したものである。

これをみると、1930 年（昭和 5）から 1933 年

（昭和 8）にかけて、前者は毎年増加している

第 3 図　　西陣学区とその周辺における在日朝鮮人世帯

（京都市社会部編『市内在住朝鮮出身者に関する調査』、

京都市社会課調査報告第 41 号、京都市役所（1937 年）より作成）
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のに対し、後者は減少傾向にある。『京都地方

労働運動史』によると、当時は第一次世界大

戦後から続く慢性的な不況の影響を受けた時

期であった。このことは西陣機業にもあては

まり、支出を抑えるために織元は在日朝鮮人

を解雇したという 18）。

一方、1934年（昭和 9）から 1937年（昭和

12）にかけては、在日朝鮮人労働者数の増加傾

向が著しい。彼らの増加は、第一次世界大戦後

から続く慢性的な不況から抜け出したことに

よる。ただし、在日朝鮮人は、賃織業に従事し

ていたときに比べ、より差別的な待遇を受けた

状態で西陣機業界に復帰したのである。彼らが

新たに就いた業種は従来の西陣織製造ではな

く、ビロード製造であった。表面に短い毛羽や

輪
わ

奈
な

をつくるこの織物生産は、絹地に針金を織

り込んで毛羽を立てるという特徴的な工程を

持ち、伝統的な西陣織と異なる。当時、低価格

かつ良質であったビロードは「軍需景気の余

沢」を受け 19）、西陣機業界のなかでは、多く

の利益をもたらしたようである。

第 5 図からわかるように、楽只学区に隣接

した待鳳・翔鸞両学区にビロード工場が多い。

第 2・第 3図で示したように、ここには多くの

賃織業者が住み、在日朝鮮人世帯数も多かっ

た。『全国工場通覧』によれば、新規のビロー

ド工場操業者も現れ、これら学区でもそれは

確認できる。彼らは、より多くの利益を見込

めるために、かえって当時の西陣機業界で冷

遇され、その結果織元によって賃織業を解雇

されていた在日朝鮮人を従事させるように

なったのである。

それは、楽只学区に居住していた在日朝鮮

人も例外ではなかった。当時、彼らは西陣機

業界において最低賃金で雇われていた 20）。そ

の理由としては、針金を用いる工程への日本

人雇用主の忌避的な思考があったようだ。生

地とそれに触れ、細かい手作業をともなうビ

ロード製造は、指先に頻繁な負傷を生じさせ

る。また、ビロード針金切という職種におい

ても、加工の際に不要になった針金部分での

負傷は避けられなかったであろう。指先とは

いえ、このように負傷の可能性のあるビロー

ド製造への従事は、日本人ではなく在日朝鮮

人に任されたのである。「最近織手の中、半島

第 1 表　　楽只学区の男女別職業（1937 年）

業種
従事者数（人）

男 女 計

農業 4 ― 4

工業

製糸工 4 38 42

撚糸工 6 46 52

織職 24 16 40

繰糸工 1 19 20

履物職 81 19 100

土工 66 ― 66

その他 49 16 65

商業

青物商 10 3 13

青物行商 3 6 9

靴商 6 1 7

履物商 6 1 7

駄菓子商 4 10 14

古物商 5 1 6

金買 8 ― 8

その他 48 30 78

分類不能

の有業者

登録労働者 92 ― 92

屑買 31 5 36

肥汲取 3 ― 3

その他 26 14 40

その他 66 10 76

注：京都市社会部編『京都市に於ける不良住宅地区

に関する調査』、京都市社会課調査報告　第 47

号、京都市役所、1940．より作成。業種名と表

中の「―」は史料のままである。
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出身同胞数が内地人のそれを凌駕する」21）と

史料にあるように、ビロード工としての彼ら

の活動は、西陣機業のなかで注目されていた

のである。ただし、同種への被差別部落民の

従事は確認できない。おそらく、ビロード工

とはいえ、西陣機業に関わる業種への彼らの

従事が避けられたのであろう。

楽只学区における西陣機業への関わりにつ

いては、被差別部落民のほうが在日朝鮮人よ

りも低位であったと考えられる。同学区のな

かで彼らは、「明治維新によりて身分階級制度

は廃止せらるゝに至ったが、尚封建的陋習
ろうしゅう

の

第 4 図　　京都府における繊維工場労働者数と在日朝鮮人の工業労働者数

（『京都府統計書』、内務省警保局『社会運動の状況』より作成）

第 5 図　　西陣学区とその周辺におけるビロード工場（1939 年）

（『全国工場通覧』より作成）
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根強く残存するものありて、地区は社会的に

又文化的に経済的にその進展を阻害せられ今

日に至った」と当時の史料 22）で記されてい

る。先述した履物製造や下駄修繕、屑拾など

の職業から得る彼らの賃金は、昭和初期の在

日朝鮮人による賃織職人やビロード工のもの

よりも低かったと考えられるのである。

Ⅳ．おわりに

被差別部落民ならびに在日朝鮮人と西陣機

業との関わりについて、低位な労働力とされ

た両者の立場は異なる。そこでの従事の機会

を得たのは後者であった。1930 年代前期に賃

織業者、同後期にビロード工として、いずれ

の総数も少ないものの、在日朝鮮人は西陣機

業へ従事したのである。ただし、彼らは差別

的待遇でこれら業種に雇用されていた。一方、

被差別部落民については、西陣機業へ従事で

きる機会はなかった。そのため、彼らは「部

落産業」に従事せざるを得なかったのである。

いずれにおいても、西陣機業にかかわる周囲

の住民は忌避的な思想を被差別部落民ならび

に在日朝鮮人に対して持っており、より強く

疎外されたのは、前者であったといえよう。

本稿は、同一の業種において、被差別部落

民ならびに在日朝鮮人の就労状況を分析する

ための一考察である。彼らをとりまく様々な

状況をより詳細に見出すために、今後は聞き

取り調査を用いての時系列的な変化をみてい

くことが求められる。しかし、差別的事象に

関する研究では、調査の認可やその発表、さ

らには地名や個人・企業名の表記などができ

ない場合もある 23）。本稿は史料からの分析と

その可能性についての一考察にとどまり、以

上の問題点に関しては今後の課題とし、別稿

に譲りたい。

〔付記〕本稿は、立命館大学大学院文学研

究科地理学専攻にて 2004 年度開講された地

誌学研究Ⅰ・Ⅱにおいて作成したレポートを、

その後の資料の精査をふまえ、大幅に加筆・

修正したものです。本稿の作成にあたっては、

河原典史先生をはじめ、立命館大学地理学教

室の諸先生方に終始ご教授いただきました。

末筆ではございますが、厚く御礼申し上げま

す。また、本文ならびに表中の表現について

は、引用した史料のままにしています。

本稿の脱稿後、高野昭雄「戦前期京都市西

陣地区の朝鮮人労働者」、世界人権問題研究セ

ンター研究紀要 14、2009、147-175 頁．を得

ました。そこでは在日朝鮮人のビロード工へ

の従事について、その過程や就労状況の分析

が行われていることを付記いたします。
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差し」があったとされている。このことから、

西陣機業においては、被差別部落民ならびに在

日朝鮮人を就かせたくないという忌避的な思想

があったと推察できる。

18）後藤耕二「京都における在日朝鮮人をめぐる

状況」、在日朝鮮人史研究 21、1991、38-39 頁。
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19）前掲 18）、渡部、1438 頁。
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頁。渡部、1205-1211・1438-1442 頁。これらに
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男性：1 円 32 銭・女性：96 銭、年 289 日であ
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78銭、年 307 日と格差がついている。また、こ

こからビロード工の月収を概算すると、男性：
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